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「知識はわれらを豊かにする」を
情報処理システムの観点からみて情報処理システムの観点からみて

国立国会図書館60周年を迎えるに当たってのビジョン（長尾ビジョン）

（１）国会に対するサービスをより高
度なも と 立法補佐機能をさら（２）日本の知的活動の所産を網羅的に収集し、国

民の共有資源として保存します

度なものとし、立法補佐機能をさらに
強化します

（５）社会に多様で魅力的なサービス
関
係

（３）利用者が求める情報への迅速で的確なアク

収集・保存すること

（５）社会に多様で魅力的なサ ビス
を提供し、国立国会図書館の認知度
を高めます

（６）公共図書館をはじめとする

係
機
関
と
協（ ）利用者 求 情報 確

セスまたは案内できるようにします

（４）利用者がどこにいても、来館者と同様のサー
ビスが受けられるように努めます

（６）公共図書館をはじめとする
国内の各図書館とより密接な
連携・協力を進めます

（７）海外の図書館との密接な

協
力
し
て
収
集

提供可能にすること 情報資源

（７）海外の図書館との密接な
連携を行い、情報の共有・交換
に努めます

集
・
提
供

収集冊子体
資料

情
報

関係機関と分担
して、情報資源を
知識として集積し
提供

提供

物の流通から情報の流通に軸足が移行する時代

資料 提供提供
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当館の位置付けの再認識
2004年

 当館の位置付け 当館の位置付け
 世界の国立図書館の一つ
 日本の唯一の国立図書館
 日本の公共図書館の中央館

 意識の改革
 国の機関であっても、民間レベル

をサービスを
 国だからできないという先入観念を 日本の公共図書館の中央館

 使命と現実
 納本制度のもとで、国内の刊行物

を網羅的に収集して提供する使命

 国だからできないという先入観念を
持たない

 単館主義から、関係機関との対等
な関係での連携

 管理指向からユ ザ指向へを網羅的に収集して提供する使命
を持っている
→しかしながらすべてを収集する
ことは不可能

 歴史的資料は、公文書館、博物館、

 管理指向からユーザ指向へ
 サービスを提供するために情報資産

を管理している
 当館の情報資源を可能な限り提供

 歴史的資料は、公文書館、博物館、
図書館等で、分散所蔵している

 当館単独で、すべての利用者ニー
ズに応えることはできない
→民間DB 学術情報 MLA 日→民間DB。学術情報、MLA、日
中韓、WDLとのサービス連携を
視野に

 サービスを提供する使命があって
も 当館には技術はない

 当館も変わりつつある
 従来の枠に捉われないサービスをも、当館には技術はない

→政府や民間の技術の移転が必要
従来の枠に捉われないサ ビスを

模索中
 できるところから実施 3National Diet Library (NDL)



NDLサーチとNDLサ チと
業務基盤システム業務基盤 テム
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NDLSearchができるまで

デジタル
アーカイブ

• デジタルコンテン
ツの統合検索

ア カイブ
ポータル

紙 デジタル ン
NDL

Search

• 紙・デジタルコン
テンツの統合検索
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情報探索サービスの将来像
(クラウドの世界でのサービスの連携)・当館は巨大なデータプロバイダ

・巨大なデータプロバイダとして

2009年

クラウド （CJK連携）
際

・巨大なデータプロバイダとして、
中核的なサービスプロバイダとなる

クラウド

（出版者等との連携）
•日本電子出版協会（JEPA）
•日本印刷技術協会（JAGAT）
書籍出版者

（CJK連携）
•中国、日本、韓国

（国際連携）
•WDL
•Europeana

（学術機関連携）
•NII、JST
•大学図書館
•電子ジャーナル出版者

•書籍出版者
•電子書籍出版者
•インターネット書籍販売者

（商用ポータルサイト）
•Google、Yahoo等

ユーザ群

ユーザ群

サービス群（MLA連携）
•国立公文書館
•東京国立博物館
•国立美術館
人間文化研究機構（資源共有化）
各美術館 博物館 公文書館 図書館

（NDL）
•NDLデジタルアーカイブ
蔵書目録図書館•各美術館、博物館、公文書館、図書館

（政府機関との連携）
GOV（総務省行政管理局）

（民間・個人サイト）

•蔵書目録
•ナレッジ
•各種データベース

クラウド

サービス群

複数のサービスが

利用者は、自由に
サービスを組み合せ
て利用

（公共図書館連携）
•都道府県立図書館
•政令指定都市立図書館
•市町村立図書館
•専門図書館

•e‐GOV（総務省行政管理局）
•各府省支部図書館
•国立印刷局

（民間 個人サイト）
•Blog、Wiki、SNSサイト
•ソーシャルブックマークサイト

利用者は、情報、サービスの
所在場所を意識せず利用

複数のサ ビスが
連携して、新たな
サービスを形成
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次期図書館システムの全体イメージ
各種ポータルサイト
G l t等検索エンジン

2009年3月

NDL統合検索サービス画面の提供 （利用者ニーズに応じて提供）

デジタルコンテンツを優
先的に検索する画面

紙資料を優先的
に検索する画面

ナレッジを入り口
とした画面 利用した人の属性把握

World Digital
Library
(WDL)等

WorldCat
(OCLC)等

Googlet等検索エンジン
・新しい利用者
サービスの実現

目録サービス画面

情報探索
サービス

検索支援機能

（ファセット、タ
グクラウド、サ
ジェスト。。。。）

人と人の関連付け

け情報と利用した人の関係付け

専門家の知識を集約

個人の知識を集約

情報の絞込み
情報の選択範囲の拡大
情報の絞込み

利用者属性・利用環境に

( )

目録（書誌・メタ）検索機能及び外部APIの提供
書誌情報等ハーベスト、横断検索
（OSS、研究開発成果を活用）

目録DB

・書誌サービスの改善
・効果的なデータ整備
の実施

ALEPH？
PORTA
メタデータ提供WebAPI 総合目録

書誌提供
WebAPI

レファレンスDB

レファ協
レファレンス提供WebAPI

レファ協

情報を全体で集合知化
応じた情報閲覧
利用者属性 利用環境に
応じた情報閲覧

目録DB

メタデータ

PORTA
メタデータ組織化

PORTA
横断検索機能

総合目録
書誌組織化
（同定処理）

全国書誌
総合目録
横断検索機能

レファ協

レファ協
横断検索機能

情報と情報の関連付け
次期基盤シ
ステム

DSpace
ALEPH

PORTA
メタデータ収集

DA
DA

基盤

提供機能
基盤

総合目録
書誌収集

ナレッジ

提供機能
WebAPI

レファ協
レファレンス収集

WikiPedia
教えてgoo
はてな

情報の「見える化」（可視化）

デジタル
アーカイブ

DA
組織化機能

DA
保存機能
DB管理機能

提供機能
WebAPI

基盤
組織化機能

DA
閲覧機能

提供機能
WebAPI 複写申込機能

受理処理機能

基盤
書誌管理機能

公共図書館
等

ナレッジ
収集機能

ナレッジ
組織化機能

知識ベース

ナレッジ
DB機能公共図書館

専門図書館

）情報の「見える化」（可視化）

自動付与情報の属性の自動付与NII CiNii,JAIRO
JST J‐Stage

7

DA
収集機能 電子書庫

基盤
収集機能

書庫書誌DB

刊行物

保存用メタ
刊行物

集合知の永久保存

民間
電子ジャーナル

収集技術ウェブアーカイブは別
途

雑誌記事索引は同じパッ
ケージで実現できるか？
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書誌・所蔵の視点でのコンテンツの体系的整理の概念

2009年3月

原作

著作
（書誌

源氏物語（紫式部）
『書誌レコードの機能要件
（Functional Requirements 
for Bibliographic Records：FRBR）』
モデルに基づいた資源の管理

テキスト・音声 マンガ・動画

情報探索ニーズは、
当館所蔵の紙資料だけではない。
・非所蔵資料
・ウェブ上の資料
を含め 的とする情報 手（書誌

ファミリー）

表現形

動画 音声

テキスト・音声 マンガ・動画
・組織化の精度レベルに応じた検索技術
の適用が必要

クラスタリング検索、ファセット詮索、あい
まい検索．．．
情報と情報を関連付ける方法として

を含めて目的とする情報の入手

文字
動画
アニメ

音声
（朗読）

マンガ

体現形

文字
英訳版

・情報と情報を関連付ける方法として、
他に、トピックマップ等での概念での体系
化もある

情報探索サービ情報探索サービ
ス体現形

（実現形）

単行本

絵本
デジタル
プレーンText

電子ブック
XMDF

デジタル
MP3

デジタル

デジタル
スキャンPDF

デジタル
MP4

デジタル電子ブック

印刷用
原本 映画

目録検索目録検索

文庫本
コミック

デジタル
テキスト化PDF

デジタル
AAC

デジタル
WMV

デジタル
MWAデジタル

XML

電子ブック
携帯用
Docomo

電子ブック
携帯用

電子ブック
携帯用

所蔵場所に
無関係

体現形の集合
が目録 携帯用

AU
携帯用
SoftBank

個別資料

XX図書館 デジタルデジタル デジタル

無関係が目録

国文学研究 XX
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NDL蔵書
図書館

蔵書
デジタル
NDLがXXから収集

デジタル
NDLがデジタル化

デジタル
XXで公開

所蔵情
報

所蔵館毎情報

国文学研究
資料館．． ミュージアム
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H21 H22H21

サービス要件定義・システム化要件定義作成
H21.
12

H22.
2

H21.
10

技術・製品開発及び適用動向調査

利用者 ズ調査

外部サービス動向調査

フォーカスグループ
インタビュー
フォーカスグループ
インタビュー

総合目録検討G

総合 録

技術標準適用指針
各技術標準適用ガイドライン

利用者ニーズ調査

正
式

一般ユーザアンケー
ト調査
一般ユーザアンケー
ト調査

システム化
義書

総合目録
業務要件

シ
ス
テ
ム

長尾ビ
ジョン

要件定義書サービス
要件定義書

ガ
イ

サービス要件

ム
各種実施
計画書

各種実施
計画書

ド
ラ
イ
ン
（
案
）

館内各検討G

総合評価・アクセスログ分析

ユーザビリティ・アクセシビリティ調査

プ
ロ

テストベッド、基本機能
構築

ロ
ト
タ
イ
プ

プロトタイプ
仕様書

有識者検討会有識者検討会
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適用すべき技術標準の指針（一覧）

適用指針番号 適用指針の名称適用指針番号 適用指針の名称

TD-01 利用者の利便性向上に資する技術の積極的な採用

TD 02 オ プンな標準に基づいた技術 仕様の採用TD-02 オープンな標準に基づいた技術・仕様の採用

TD-03 技術・仕様の共通化

TD-04 システムの特性に応じた成熟度を持つ技術の採用

TD-05 パッケージ・ソフトウェアやオープンソース・ソフトウェアの活用

TD-06 資源の共同利用および柔軟な配分・拡張に資する技術の採用

TD-07 システムの重要度に応じた障害対策技術の選択

TD-08 情報セキュリティを考慮した技術の選択

TD 09 運用・保守業務の集約化・共通化に資する技術の採用TD-09 運用・保守業務の集約化・共通化に資する技術の採用
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サービス構築の基本要件

• ＮＤＬの新しい利用者サービスの方向性を打ち出すＮＤＬの新しい利用者サ ビスの方向性を打ち出す
– 網羅性が保証された情報資源へ利用者をナビゲート

• 利用者オリエンテッドでユーザビリティを追求する
– 利用者の検索プロセスを考慮したユーザインターフェースの提供

旧来のOPACのような表示にはこだわらない• 旧来のOPACのような表示にはこだわらない。

• 利用者をターゲッティングする
– あくまでも「一般ユーザ」。未利用者層を開拓
– 確証をもった形での利用

試行錯誤によりたどり着いた利用– 試行錯誤によりたどり着いた利用

• 検索エンジン経由で訪れるユーザを重視する
– ＮＤＬのサイトという認識なしに訪問したユーザを適切にナビゲートすることを

重視

デザ 作性を磨き げ• デザイン・操作性を磨き上げる
– 他の優れたアイデアや工夫は積極的に取り込み、無理なオリジナリティは追及し

ない。

• 「いつでも、どこでも」を実現するいつでも、どこでも」を実現する
– 携帯端末利用者にも、高い操作性とデザインのGUIを提供

• 新しい付加価値を生み出す
– 民間企業や非営利団体、個人が提供しているサービスとの連携や複数の異質な

サービスの組み合わせサービスの組み合わせ
– 従来の図書館の枠にとらわれない自由な発想による付加価値創造の仕掛け

11National Diet Library (NDL)



NDLサーチのシステム化要件

• 情報の収集情報の収集
– 当館及び他機関のデータベースに格納された書籍、ジャーナル、雑誌、地図、画像、

映像、音楽等のコンテンツのメタデータ
– ハーベスティングや横断検索

• 情報の組織化• 情報の組織化
– 収集したメタデータについて、インデックスを作成して組織化
– DC-NDL形式により体系化された形でデータベースに保管
– 関連資料をグルーピングするなど、情報の構造的な見せ方も可能に

デ タ管理• データ管理
– 情報探索サービス用に収集・組織化したデータを最新の状態で管理

• 情報の検索
– 情報探索サービスシステム内のデータベース及び全国の公共図書館等のサイトから情報探索サ ビスシステム内のデ タベ ス及び全国の公共図書館等のサイトから、

簡易検索、詳細検索その他様々な検索方法を提供
– その際、サジェスト機能やレファレンス情報、外部機関が提供する連想検索機能等の

ナビゲーションサービスを活用

• 付加価値サービスの提供付加価値サ ビスの提供
– 検索機能のほか、RSS配信やブックマーク機能など情報探索に役立つ検索以外のサー

ビスも提供
– また、公共図書館等に対し、情報提供・収集用のAPIも提供

民間企業や非営利団体 個人等と連携しながら 保有する情報資源を活用した様々な– 民間企業や非営利団体、個人等と連携しながら、保有する情報資源を活用した様々な
サービスを提供することを目指す
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NDLシステムのリニューアル

基幹の図書館システムを全面リニューアルし、平成２４年１月にリリース基幹 図書館 テムを全面リ ア 、平成 年 月 リリ

1. 資料デジタル化の進展を踏まえ、紙資料とデジタルコンテンツの一元的な利用

環境を整備、デジタルコンテンツの更なる活用を促進環境を整備、デジタル ンテンツの更なる活用を促進

2. 内外の情報資源への統合的なアクセス

3. システムの最適化、運用コストの合理化

電子図書館基盤システム H12～

雑誌記事索引ｵﾝﾗｲﾝ処理ｼｽﾃﾑ H10～ １ 業務基盤システム
ｱｼﾞｱ言語ＯＰＡＣ H14～

国立国会図書館総合目録ﾈｯﾄﾜｰｸ H10～

全国新聞総合目録データベース H11～
統
合

１ 業務基盤システム
（NDL-OPAC）

２ 国立国会図書館サーチ

３ 館内サ ビスシステム

旧
シ
ス

児童書総合目録 H12～

デジタルアーカイブポータル H19～

館内電子情報提供システム H18～

合 ３ 館内サービスシステム

４ 来館者管理システム

ス
テ
ム

東京本館来館者管理システム H16～

関西館来館者管理設備 H14～
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リニューアルシステム群の概要 1/2

システム名称
（開発期間：平成22年度

～平成23年12月）

システム/サービス概要

NDLサーチ ・Neｘｔ-L Enjuをベースに開発。当館のみならず多様なデジタル
アーカイブ機関との連携により、一次資料の入手手段までナビゲート
・従来のCiNii、JAIRO連携に加え、CiNiiBooksとの書誌間連携実現
済 横断検索に 調整中済み、横断検索について調整中
・JaLCを介したJ-STAGE3との連携を4月以降に予定（現J-
STAGEとは連携済み）
・GETAssoc(連想キーワード）、J-Global（科学技術専門用語）連GETAssoc(連想キ ワ ド）、J Global（科学技術専門用語）連
携により再検索機能を提供
・公共図書館の総合目録（ゆにかねっと）機能を統合
・メタデータ同定、グループ化に分散処理（Hadoop）を採用

各種連携APIを公開・各種連携APIを公開
・Shibboleth IDPを同システム環境に実装（Shibboleth SSOについては

後述）

業務基盤システム ・ILSパッケージ（ExLibris社Aleph）を採用 一部改修＆外部開発業務基盤システム
（NDLｰOPAC）

ILSパッケ ジ（ExLibris社Aleph）を採用、 部改修＆外部開発
・収集、整理（雑誌記事索引作成も含む）、蔵書管理（出納・複写）、
逐次刊行物管理、OPAC（アジア言語OPACも統合）
・MARC21準拠、書誌情報提供サービス、遠隔複写サービス

14

・Shibboleth SSOにはAlephパッケージ内のPDS（Patron
Directory Service）にて対応
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リニューアルシステム群の概要 2/2

システム名称
（開発期間：平成22年度～

平成23年12月）

システム概要

平成23年12月）

館内サービスシステ
ム

・スクラッチ開発。来館利用者への一元的な情報提供、各種申込
（閲覧、複写、デジタルコンテンツプリントアウト、状況照会）、
東京本館・関西館・国際子ども図書館で稼働東京本館 関西館 国際子ども図書館で稼働
・従来のコンテンツ/サービス別に細分化されていた端末環境を統
合
・利用者カード認証（端末ログイン）時、業務基盤システムPDS
経由で グイン（SSOには未対応）経由でログイン（SSOには未対応）

来館者管理システム ・ゲートとカード発行機のH/W、管理システム(スクラッチ）
・業務基盤システムとMQ＆REST通信にて連携し、ステータス管
理理
・東京本館、関西館で稼働

その他

デWeb NDL 
Authorities
（国立国会図書館典拠データ検
索・提供サービス）

・NDL典拠データを検索、提供するサービス
・典拠詳細画面からNDLサーチ検索が可能
・SPARQL APIを提供
・RDF JSON形式でダウンロード可能

15

索 提供サ ） RDF、JSON形式でダウンロ ド可能

児童向けOPAC ・国際子ども図書館の開架資料検索システム。NDLサーチのサブ
システムとして開発。児童用UINational Diet Library (NDL)



NDLサーチをサービスの起点に

 内外の情報資源を統合検索、一次情報の入手手段までナビゲート

 連携対象（82DB、7千万件のメタデータを検索可能）

 JPO近刊情報センターとの連携開始

 出版前情報から、作成中書誌、完成書誌まで一貫した提供が可能に

 CiNii Booksとの連携により、大学図書館蔵書も検索可能に

 OpenURLによる書誌間連携を実現、横断検索について調整中

 韓国及び中国との連携（中国国家図書館との連携が課題）

 シングルサインオン

 Shibbolethにより、OPACとのシングルサインオンを実現、今後対

象拡大

震災ア カイブ 震災アーカイブ

16National Diet Library (NDL)



NDL蔵書の検索・申込システムとしての
NDL-OPACの刷新

 ILSパッケ ジ（E Lib i 社Al h）を採用 部改修 外部開発 ILSパッケージ（ExLibris社Aleph）を採用、一部改修・外部開発

 検索範囲の拡大

 アジア言語資料 雑誌記事索引 電子ジャーナル等を統合検索 アジア言語資料、雑誌記事索引、電子ジャーナル等を統合検索

 デジタル化資料へのナビゲート

 近代デジタルライブラリーに加え 「国立国会図書館のデジタル化資 近代デジタルライブラリ に加え、「国立国会図書館のデジタル化資

料」も

 書誌データの変更 書誌デ タの変更

 MARC21形式、ユニコードの採用

 書誌データのダウンロード機能書誌デ タ ダウ ド機能

 書誌情報の迅速な提供

 作成中書誌（インプロセスデータ）の提供

 新機能（マイリスト、検索履歴等）
17National Diet Library (NDL)



館内利用者端末の多機能化

 紙資料とデジタルコンテンツの統合利用環境の整備による利便

性向上

 コンテンツ／サービス別に細分化されていた端末環境を統

合合

 デジタル化したコンテンツの閲覧・複写環境の整備

 利用条件に対応したアクセス制御 複写制御 利用条件に対応したアクセス制御、複写制御

 各種申込／確認

 閲覧 複写 デジタルコンテンツプリントアウトの申込 閲覧・複写・デジタルコンテンツプリントアウトの申込、

状況確認

18National Diet Library (NDL)



新システムの連携概要
利用者端末（東京本

館）
一般利用者（館外）

業務基盤システムバックグラウン

ドログイン

館内サービスシステム(KSS)

NDLサーチ簡易検索窓

ドログイン

Web NDL

Authoriti

es

NDLサーチ

資料を検索し

て

申し込む

(NDL-

OPAC)

電子情報を

利用する

複写を申し込

む

申込状況を見

る

国立国会図書

館からのお知

はじめての方

へ

(利用案内)

来館者管理システム入退館
業務基盤システム

PDS 検索サー

(複写申込書作

成)

(複写申込書作

成)

らせ

来館者管理システム

(GW)ゲート

(本館)
入退館

ゲート

(新館)

WebOPA

C

ALEPH
SSO

検索サ

ビス 統合認証

入退館ゲー

ト通過

入退館ゲー

ト通過

(本館)

X-

Service
REST

REST
MQ

MQ

(新館)

カード発

行機
職員端末

AlephGUI

の利用

職員端末

WebOPA

Cの利用
リンクリゾルバ

ト通過

(新館)

登録利用者

カード

FTP

19職員端末（東京本館）

リンクリゾルバ

(SFX)発行
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NDLサーチでの当面の連携イメージ

Google Yahoo! 等

知識の集約と利用者への提供

他のネットワーク
と相互補完して

Google, Yahoo! 等

NDLから直接②外部Webサー
ビスとの連携

①統合検索
サービスの提供

検索エンジン、
他サービスから

国立国会図書館サーチ

統合検索サービスを提供
連携機関のサービス
・公文書館・美術館

博物館ネ トワ ク NDL Search

レファレンス情報レファレンス情報
の総合目録

紙資料の
総合 録

デジタルのデジタルの
総合目録

・博物館ネットワーク
・大学図書館ネットワーク
・商用DBサービス

海外のデ タベ ス

メタデータを集約

の総合目録総合目録総合目録・海外のデータベース

各図書館
レファレンス

NDL
蔵書目録

NDL
デジタル

アーカイブ

各機関
デジタル

アーカイブ

NDL
レファレンス

メタデ タを集約

各図書館
蔵書目録

③

研究開発機関

20

③研究開発にお
ける連携 ④統合利用促進のた

めの環境整備

情報を集約し多様なルー
トで利用者に届けるNational Diet Library (NDL)



NDLサーチの機能改善（2012年度）
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知識インフラ知識インフラ
震災アーカイブ震災
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新たな知識の創造と還流
社会 経済的な価値の創出社会・経済的な価値の創出

知識インフラ
大学

国会 行政

当）

国会・行政
（政策担

当）

アクセスアクセス

研究者と国民
の相互作用

NDLSearchをベースに

蓄積・保存

知識インフラ

学会
一般市民

海外
研究機関・

企業

アクセスアクセス

ナビゲーション
（ポータル）

蓄積 保存企業

構造化、知識抽出

データ標準化

知識インフラ
連携機関

情報のデジタル化

デ タ標準化

ＮＤＬ 学術情報
研究情報

MLA連携
商用DB
サービス国の機関

連携機関

研究データ その他の情報文献情報

研究情報
機関 機関

サ ビス
機関公共機関

様々な

様々な
関係機関

研究者、研
究機関

学会、学術
出版社

データベース作成
機関、アグリゲー

タ

図書館等狭義
の情報基盤

科学・技術 人文科学社会科学
様々な
学術情報

23National Diet Library (NDL)



知識インフラ構築に向けた
有識者会議体のイメージ 東日本大震災

復興対策本部

東日本大震災
アーカイブラウ
ンドテーブル

東日本大震災
アーカイブ関係
府省連絡会議

社会・経済的な価値の創出

知識インフラの構築
①統合検索サー

ビスの提供

デジタル

知識インフラの構築

運用課題WG

ビスの提供

デジタル
情報資源
ラウンド

ブ

システム技術WG（IT技術者・研究開発者）

自然言語

メタデータ
/Linkd

検索系
ユーザビリ

ティ・アクセ
シビリティ系

次世代技術
全般

・運用課題WG
収集コンテンツ、
権利処理

・対外戦略WG
広報・普及

テーブル

MLA学術情報公共図国等の 出版社等

自然言語
処理系

Data/Sema
ntic Web系

図書館シ
ステム系

アーカイブ
系

震災・防災
系

③研究開発にお MLA
WG

（MLA関
連機関・研

究者）

学術情報
WG

（NII,JST,
大学図書
館,EJ出版

公共図
書館
WG

国等の
機関情

報
WG

出版社等
WG

（出版社、
電子出版

社）

③研究開発にお
ける連携

社）
コンテンツ
ホルダー

②外部Webサー
ビスとの連携

④統合利用促進のた

24

④統合利用促進のた
めの環境整備
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NDLラボ（仮称）の設置

次世代サービスの研究開発と実用化を促進するために

サービス提供

利用者
コンテンツ

大学、研究機関、ベンチャー企
業等

NDL

研究開発
実用化実

API等で実証実験に利用

活用当館保有
他

サービス提供

実用化実
証実験

実用化システム
適用当館保有

メタデータ・

当館保有
システム

他機関
システム

提供

実用化システム

•次世代システ
ム開発研究室

コンテンツ
メタデータ・
コンテンツ

デモコ ナ
ム開発研究室
•デモコーナー

OSS等で提供

研究者が集う場

OSS等で提供

館内提供

実用化実証実験の場の提供と成果の利用 25National Diet Library (NDL)



現状のNDLサーチをベースに
震災アーカイブとして機能拡張（想定）震災ア カイブとして機能拡張（想定）

自治体向け登録ツール

• 階層構造による検
索

• 全文表示・閲覧
• 写真等展示コーナー
• 各種情報提供・発信

• CMSによるパーソ
ナライズ機能の提
供

画像ぼかタグ メント受付• タグ・コメント受付 メタデメタデー
タ自動付

スタンドアロ
ンツール

ASP用
ツール

•震災

確認後メ

外部機関横断検索

抽出／同

メ
タ
デ
ー
タ
抽

横断検索
コンテンツ登
録・タグ付与

自治体向け登録ツール

コンテンツ閲
覧・検索

API 規約策定
メタデータ収

集

検索・閲覧（震災ポータル）

メタデータAPI

画像ぼか
し処理

類
• フォークソノミー分
類 与

タ自動付
与

収集・組織化（震災デジデポ）

メタデータ編
集・付与

著作権・許
諾情報付与

コンテンツ

確認後メ
タデータ

定・集約処
理

検索条件

抽
出

結果一覧

録 タグ付与
等

コンテンツ登
録

• 地点、時系列等
様々な切り口か
らの絞り込み

・ 地図情報の活用メタ検索用

検索

集

• 不適切コンテ• 不適切コンテ
管理

動画収集・
変換

コンテンツ
収集・受付

タグ、コメン
ト受付

一括登録

保管（震災電子書庫）

タグ、コメ
ント付与 詳細情報表

示

詳細情報
提供機関（館内/外）

コンテンツ登録

スニペット、
サムネイ

スニペット活用

震災用同

理

震災用同
定・集約処
理

• 集合知を活
用したランキ
ングアルゴリ
ズム

• 検索結果のク

インデックス 検索結果一
覧表示

理

ンツ管理
• 著作権等管

理

フォーマット変換

震

コンテンツ取
得

コンテンツAPI

示

閲覧／ダウ
ンロード

コンテンツ表示 検索

メタデータ
格納

コンテンツ登録者コンテンツ登録者

サムネイ
ル

・ 動画閲覧・ 動画閲覧
・ ダウンロー

ラスタリング処
理用全文インデ

キシング

バックアップ（関西館）
日次差分バックアッ

プ

WISDOM検
索

利用
者

格納
コンテンツ

格納
検索条件

抽出／イン
デックス生

成

ド
ダウンロ

ド

• 震災用にカス
タマイズした
信頼性評価

26

ックアップ（関西館）

バックアップ（今後予定）
ウェブ評価
結果表示

WISDOM
インデックス 評価結果

信頼性評価
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まとめ
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知識インフラ構築に向けた
NDLサーチの今後の展開NDLサ チの今後の展開

震災
アーカ

• 知識インフラ構築の一環で、
先行する分野の1つとして

イブの
構築を
目指し

て

先行する分野の1つとして
構築

知識イ
ンフラ
の構築

• 様々な分野の情報資産を知
識として利活用し、知識の
再生産を支援するサービス
の提供を目指すを目指

して
の提供を目指す

28National Diet Library (NDL)



NDLサーチは、知識インフラのポータルに

知識インフラの提供を目指し NDLS hは 知識インフ

次世代図書館サービス≒知識インフラ

• 知識インフラの提供を目指し
て
– 仮想的な図書館

• 知識を蓄積し提供する場所

• NDLSearchは、知識インフ
ラの入り口
– 情報の組織化と取出し機能を担

う知識を蓄積し提供する場所

– 物理的な組織の壁を越えて
• MLAの館種、学術、民間の業務

業態を越えて

• 情報の内容で関連付け

う
– 組織化

• メタデータの自動付与
• 類似性のある情報の検出と分類

（自動リンク付け）• 情報の内容で関連付け
– 現在の到達点

• メタデータレベルでの統合検索

– 1つの社会で共有する中立的な
知識構造 知識

（自動リンク付け）

– 検索
• マルチメディア情報の内容検索

• 知識インフラの目標イメージ
他 知識と 係が クさ知識構造、知識システム

• 資料、記事が、分解されて、各種
観点からリンクされた巨大なネッ
トワーク構造

関連付け

– 他の知識との関係がチェックさ
れ、新しい関係のリンクが付け
られていく仕組み

• 情報が単に記録されていくのでは
なく– 関連付け

• 固有の関係
– 共通的な知識の体系化、構造

化

• 人それぞれの観点での関係

なく、

– 自分のほしい情報そのものが出
てくる仕組み

• 自分のほしい情報の書かれている
本を取り出して 書かれている個• 人それぞれの観点での関係

– 利用者の要求に応じて知識を
関連付けてられるもの

本を取り出して、書かれている個
所を探すのではなく、
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終わり

ご静聴ありがとうございました
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ご静聴ありがとうございました
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